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 要  旨 
いくつかの統計的な信号源，例えば何人かの人間による話し声により 
生成された源信号を，複数のセンサ，例えばいくつかのマイクロホンに 
よって観測できたとき，観測した信号の情報のみを用いて信号分離 
(源信号の推定)を行う問題は，ブラインド分離問題と呼ばれ， 
近年様々な分野において応用が期待されている． 
 ブラインド分離の目的は，多重通信路を特定すること，または源信号の 
推定量を得るためにその逆モデルを見つけることである．この問題に対する 
多くの代表的な解法は，信号の確率分布の独立性を基にしている． 
 本論文では，源信号として音声信号を用い，実際に観測された部屋の 
インパルス応答と畳込むことにより得られる観測信号に対して， 
サブスペース法を適用し，独立成分分析と主成分分析を周波数帯によって 
切り替える分離法を提案する．また，ブラインド分離において解決が必要 
不可欠である順列問題に対して，分離信号のスペクトル系列の時間包絡の 
相関性を用いる手法，および推定混合フィルタの周波数軸上での連続性を 
用いる従来法を併用し，分離信号のエントロピーを用いてそれらを周波数に 
よって使い分けることにより，測定条件によらず，よりロバストに 
順列問題を解く手法を提案する． 
部屋の中央部にマイクロホンアレイがある場合と，壁付近にマイクロホン 
アレイがある場合それぞれについて，混合された観測データに対して提案 
するブラインド分離システムを適用し，従来法である信号のスペクトル系列 
の時間包絡の相関性を用いる手法と推定混合フィルタの周波数軸上での 
連続性を用いる手法，およびこれらを併用した提案法を，順列問題の解決法と 
して適用した． 
シミュレーション結果により，従来法に比べ，本提案法が測定条件に 
よらず，よりロバストに順列問題を解決することを示した．また， 
エントロピーを用いて分離精度が良い周波数と悪い周波数を判別し， 
分離精度が悪かった周波数について改めて主成分分析による分離を試みる 
ことにより，周波数全体の分離精度を向上させることができた． 
これらのシミュレーション結果は，本提案法の有用性を示している． 
 
